
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― い ち ご
マルチがけまでの株作りと、厳寒期の根の動き

収穫期の株疲れは、葉の展開を遅らせ出雷までに時間がかかります。株疲れを
最小限に抑えるためには、収穫開始までの株作りと低温期の根の活性が必要です。
マルチがけまでに「アグリボEX」、収穫開始から「森羅」で株と根を作ってください。
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3～4回
500倍 潅水散布

( 継 続 )

アグリボEX 森 羅 ワ ン ポ イ ント

苗半作。
苗の良し悪しでその作が決まる
と言っても過言ではない！

定植前
または
定植後

1,000倍 どぶ漬け

2,000倍 株元潅水施用

スムーズな活着で
初期の株作りをスタート！

マルチがけ
までに

10日間隔3回
500～
1,000倍 葉面散布

厳寒期の株疲れを軽減する
には、この時期からの株作りが
大切。

どちらかを
月に2～3回 1,000倍 葉面散布 100坪当たり

50g
潅水施用

地温が低い時期は、
「森羅」でしっかりと根を動かす。
潅水施用が困難な時は、
「アグリボEX」を葉面散布で。

厳寒期は温度と湿度を十分に ! 
厳寒期に葉の展開を早めるためには十分な温度が
必要になりますが、乾燥状態での高温は禁物です。
潅水を十分におこない、ハウス内の湿度を保つよう
に心掛けて下さい。

チップバーン対策に、ヤワラ！
乾燥や高温などにより、根からのカルシウム吸収が
困難になり発生します。そんな時には、葉面からの
吸収効率が高い「ヤワラ」を1,000倍に希釈して
予防散布して下さい。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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